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医工連携によるハプティック（触覚）技術の高機能化と
その応用展開

事業の概要

　都市エリア一般型で開発した、ハプティック（触覚）技術を核とした非侵襲、低侵襲型の次世代医療福祉機器の更なる高機

能化を図り、郡山地域に医療福祉機器産業クラスターを形成する。

1. ハプティック（触覚）デバイスの集積化と高機能化、医療機器への応用
　　患部を触診するように、乳がんなどしこりなどの硬さを画像化する次世代型の超音波診断装置を開発する。また、空中

　伝搬の超音波を用いた非接触型の眼圧診断装置を開発する。

2. ハプティック計測による卵子・培養組織のバイオクオリティ評価システムの開発
　　体外受精卵や再生組織の品質を評価し、医療成績を向上させるための評価システムを開発する。

3. ハプティック機能を持つやさしくやわらかい次世代ロボットハンド・アームの開発と医療支援システムへの応用
　　限界の軽量化を図った人間共存型ロボットハンド・アームシステムを開発する。

都市エリア産学官連携促進事業における代表的な成果

1． 医療機器産業クラスターの形成に向けての取り組みが進展
　　本事業の成果をもとに、ふくしま次世代医療機器産業集積プロジェクト事業（県
　単独）及び経済産業省の広域的新事業支援ネットワーク拠点重点強化事業を活
　用し、キャッチコピー「試作からＯＥＭ生産まで医療機器設計・製造拠点福島の挑
　戦」を掲げて医療機器産業創出の基盤形成の取り組みを進めている。その中か
　ら、「福島県医療福祉機器研究会」（会員157団体170名）、さらに「ものづくり
　分科会」を結成し、医療機器の試作開発やＯＥＭ生産の受注活動を開始している。

2． ハプティック（触覚）デバイスの集積化と高機能化、医療機器への応用
　　触診の状態を画像化できる乳がんチェッカー、非接触の眼
　圧診断装置の他に、尿失禁診断装置、脳血管治療用カテーテ
　ル、光検出型血流・血圧測定装置、関節鏡下用診断プローブ、
　気管支鏡下ハプティック型カテーテルなどを開発した。それ
　ぞれ、事業化に向けて医療機器メーカーによる試作や医療系
　研究機関での臨床実験が始まっている。

3． ハプティック計測による卵子・培養組織のバイオクオリティ
　  評価装置の開発
　　これまでの10倍の感度を持つセンサーを開発し、体外受
　精卵のバイオクオリティ評価については臨床試験まで進んで
　いる。また、培養組織のバイオクオリティを評価するための2
　次元弾性率分布測定装置（タクタイルマッピングシステム）を
　試作し、国内外の複数の研究機関において実用研究に供され
　ている。

4． ハプティック機能を持つやさしくやわらかい次世代ロボットハンド・アームの開発と医療
　  支援システムへの応用
　　立体カムとそれを用いた指関節機構、5指ロボットハンドシステム、8自由度ロボットマ
　ニピュレータを開発した。ハプティックセンサの組み込みには至らなかったが、要素技術で
　ある立体カムについては特許実施許諾を行った。また、開発した超軽量素材、低摩耗材に
　ついては共同研究を継続している。

ナノめっき技術が創出する安全・安心エネルギーデバイス

ＣＦ/ＡＬ複合体プレス成型加工

事業の概要

　福井県の基盤技術であるナノめっき技術をもとに、先進エネルギーデバイス関連の産業の核になる研究成果を創出し、新

エネルギー関連産業・事業の創出により地域の活性化を図ることを目的とする。

1． 高容量・高信頼性リチウム電池用材料開発
　　高容量かつ自動車搭載可能なリチウムイオン二次電池用材料としての製品化、事業化を目指す。

2． プレス成形可能な炭素繊維強化アルミニウム合金開発
　　圧延、打ち抜き及びプレス成形できる炭素繊維強化Al合金材料を作製し、電気自動車用電池
　筐体材料などの自動車用部材としての製品化、事業化を目指す。

3． 高効率タンデム型太陽電池搭載ポータブル電源の開発
　　高精度タンデム型光エネルギー変換素子を作製し、地震などの災害時に情報機器や照明用
　独立電源として利用可能な、小型軽量・堅牢な電源装置の試作を行い、製品化を目指す。

4． 銅めっきアラミド繊維を導体に用いた軽量・高抗張力ケーブルの開発
　　ロボットアーム部材などで要求されている高抗張力で軽量、かつ柔軟性に優れた導電ケー
　ブルの事業化を目指す。

5． テラヘルツデバイスの開発と原子力システムの高信頼化への応用
　　300GHz用高効率導波管の作製技術を高周波のサブミリ波（テラヘルツ）用の高効率導波
　管作製に展開し、テラヘルツ帯電磁波の超低損失小型伝送管及びホーン型高感度アンテナの
　試作、製品化を目指す。 

都市エリア産学官連携促進事業における代表的な成果

1. 安全・安心エネルギーデバイスの事業化に向けた産学官連携体制を構築
　　それぞれのテーマにおける研究グループ内に事業化を担当する責任企業を設け、また参画企業内には福井大学サテラ

　イト研究エリアを設置し、大学研究者が企業の研究者とともに共同開発する取り組みによって、試作品の作製や製品化を

　行うなどの産学官連携体制を構築し、研究成果の事業化を進めている。

　　二酸化炭素を排出しないクリーンで安定したエネルギーに関する研究開発に取り組み、事業化、産業化を目指すことを

　目的として設立された「福井クールアース・次世代エネルギー産業化協議会」の設立には事業総括も発起人となり、協議

　会には都市エリア事業参画企業も参加しその牽引役を担っている。　

2. 高容量で高信頼性リチウム電池用正極材料を開発
　　大容量で高出力特性を有するリチウムイオン二次電池正極材料をベースに、表面改質

　技術を研究して熱安定性を高めた正極材料の電気化学特性を評価し、それとともにその

　正極材料を用いた電池の試作・評価を行い表面処理が電池の安全性向上に効果がある

　ことを確認した。

3. プレス成形可能な炭素繊維強化アルミニウム合金を開発
　　炭素繊維に精密積層めっきを施し炭素繊維とアルミニウム合金との親和性を向上させ

　ることで、強い引張り・曲げ強度を示す炭素繊維強化Al合金複合材料を開発し、電気自動

　車用電池筐体材料などの自動車用部材への応用を目指したプレス成型技術を確立し、炭

　素繊維強化Al合金プレス成型品を試作した。　

4. 銅めっきアラミド繊維を導体に用いた軽量・高抗張力ケーブルを製品化
　　超臨界二酸化炭素処理により密着性に優れた銅めっきを施したアラミド繊維を用いて、

　耐屈曲仕様の4心ケーブルを試作。ロボットアーム部材などで要求されている高抗張力

　で軽量、かつ柔軟性に優れた導電ケーブルとして製品の紹介パネルやパンフレットを作

　成し、展示会やホームページにてPRを開始した。

核となる研究機関
日本大学工学部、福島県立医科大学、福島大学

核となる研究機関
福井大学、福井県工業技術センター
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産…（株）ピーアンドエム、アスター工業（株）、（株）アトム　他
学…日本大学工学部、福島県立医科大学、福島大学　他 
官…福島県ハイテクプラザ、福島県農業総合センター畜産研究所、（独）家畜改良センター　他

主な参加研究機関
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産…（株）田中化学研究所、サカイオーベックス（株）、倉茂電工（株）　他
学…福井大学 
官…福井県工業技術センター

主な参加研究機関

銅めっきアラミド繊維導電ケーブル

財団法人　福島県産業振興センター
〒９６３-０２１５　福島県郡山市待池台１-１２　
                　TEL. ０２４-９５９-１９５１

●発展型　（平成１８～２０年度） ●発展型　（平成１８～２０年度）

財団法人　ふくい産業支援センター
〒９１０-０１０２　福井県福井市川合鷲塚町６１字北稲田１０　
                　TEL. ０７７６-５５-１５５５郡山エリア 福井まんなかエリア


